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「ロータリーの理解を深め、
楽しいクラブ活動にしよう。」

第３２代クラブ会長 石井 源一郎

東京武蔵村山ロータリークラブテーマ

本 日 の 例 会

全 員 協 議 会

第１５６６回

例 会
２００４．４．７

２００３―０４年度 国際ロータリーテーマ 「 手 を 貸 そ う 」 ＲＩ会長 ジョナサン・マジィアベ

次回例会案内 【4月14日（水）】

卓 話 会報・雑誌委員会

委員長 田中 伸彦 会員

2 0 0 3 - 0 4 年 度 ガ バ ナ ー 戸 田 一
国 際 ロ ー タ リ ー 第 ２ ５ ８ ０ 地 区

Ｌｅｎｄ ａ Ｈａｎｄ

「 脚 下 照 顧 ・ 少 欲 知 足 」

４月 は ロ ー タ リ ー の 雑 誌 月 間 で す 。

◇創 立 1972年7月8日 ◇承 認 1972年7月20日
◇ス ポ ン サ ー ク ラ ブ 東 京 立 川 ロ ー タ リー ク ラ ブ
◎会 長 石 井 源 一 郎 ◎幹 事 比 留 間 重 次
○副会長 清 水 高 彦 ○副幹事 薄 井 政 光
□会報雑誌委員長 田 中 伸 彦 副委員長 石 井 賢 司

委 員 栗 原 高 明 、 芦 川 征 史 、 峯 岸 一 郎

◇例 会 場 西 武 信 用 金 庫 ・ 村 山 支 店 ２ 階
〒2 0 8 - 0 0 0 4 武 蔵 村 山 市 本 町 ２ － ９ １ －
１
◇例 会 日 毎 週 水 曜 日 １ ２ ： ３ ０ ～ １ ３ ： ３ ０
◇ク ラ ブ 事 務 局
〒2 0 8 - 0 0 0 4 武 蔵 村 山 市 本 町 ２ － ９ １ －
１

○ 国際大会登録の確認のお礼が届きました。
① 訂正、取り消し等の要請
② 旅行参考ガイド
③ ホストチケットイベント申込み用紙
④ 当地区登録確認ファイルが添付ファイルとして届い
ています。

○ 例会変更
・福生中央RC 3月31日(水)→ 休会
・当クラブ例会 3月31日(水)→ 休会

（石井 源一郎 会長）会務報告

○ 「2004～2005年度 地区会計予算」が作成され、地区協議
会及び会長部長において承認の依頼が届いています。

・次年度地区テーマは、
「ロータリーは三気 (元気・やる気・根気)をもって
奉仕活動を」となりました。

○ 社会福祉協議会より機関紙「こもれび」を頂きました。

司 会 原田 友義 ＳＡＡ委員長

点 鐘

来客紹介

（石井 源一郎 会長）

斉 唱 我等の生業

出席報告 （比留間 昭三 出席副委員長）

会 員 数 出席者数 出 席 率 前々回出席率修正

34名 25名 73.53％ 79.41→85.29％

幹事報告 （比留間 重次 幹事）

第 1 5 6 5 回 例 会 報 告

（な し）

○ メーキャップ（第1563回）

原田 友義 会員、藤野 豊 会員⇒（東大和ＲＣ）

○ 次年度 役員変更の件 （石井 源一郎 会長）
薄井 会員の事情により、次年度幹事が藤野 豊会員。副幹
事は原田 友義 会員に変更になりました。

○ 比留間 昭三 指名委員長
臨時の指名委員会を開催し、次年度幹事・副幹事を変更し、
理事会にて承認を頂きました事をご報告致します。

○ 薄井 政光 会員
自分の都合により皆様に大変ご迷惑をお掛けした事を深く
お詫び申し上げます。また、代わりに幹事を引き受けて頂
いた、藤野会員に感謝申し上げます。これから勉強して今
後機会がありましたら幹事を引受けたいと思います。

○ 国際大会・親睦旅行について (峯岸 一郎 親睦委員)
旅行まで2ヶ月になりました。4月の理事会に詳しい計画日
程表を提出後、参加会員に資料をお渡ししたいと思います。

委員会報告



○ 本日のニコニコはございまません

◆ 今 回 計 ０ 円 ◆ 累 計 １，２７１，０００ 円

ニコニコＢＯＸ (宮﨑 茂夫 親睦会員）

本

日

の

食

事

卓 話 社 会 奉 仕 委 員 会

『社会奉仕について』 峯岸 一郎 社会奉仕委員長

今回は、社会奉仕に関する卓話というこで、お手元に

お配りしたレジュメで、数分程度しゃべらせて頂き、あ

とは環境保全に関するビデオを約20分見て頂こうと思っ

ております。少し前のもので、あまりタイムリーとはい

えないのですが、文部省選定にもなっており、分かり易

く、心地良い音楽ときれいな映像で作られたビデオです。

お配りした資料ですが、社会奉仕に関する分かり易い

ものということで、今年度 当地区ガバナー月信5月号よ

り抜粋、拡大コピーさせて頂きました。

今年度のガバナーは、社会奉仕に関する記事を何度も

一面に掲載し、又、増刊号にも取り上げられました。私

は、今年度、社会奉仕の委員長ということで興味深く、

この記事を読むことが出来、そのお陰で、ロータリーで

いう「奉仕」の意味が、今までやってきた自分の経験や

価値観のみで語れるものではないことに気付きました。

ロータリーでいう社会奉仕とは『職業奉仕の理想を広

く社会に展開する場』であり、そして奉仕の主体はクラ

ブではなくロータリアン個人であることがよく理解出来

ました。

青いカバナー月信増刊号を「ロータリーの奉仕」に関す

る資料として、機会が来ました時には再読お願いいたし

ます。

以上、環境問題の解決は「俺もやるよ！」という、私

達ひとりひとりの意識改革が必要です。6月には環境保

全委員会で残堀川清掃と稚魚の放流を計画しております。

皆様の協力をお願い致します。

本日はありがとうごさいました。

社会奉仕について
2004.3.24（水）

2580地区
2003-04カバナー月信第5号より

▼

ビ デ オ 上 映 風 景

【 上 映 ビ デ オ 】
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地 球 環 境 ビ デ オ （ 下 記 写 真 ） を 上 映


